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ポラリス・プリンシパル・ファイナンス株式会社 

 

フーセンウサギ株式会社への出資について 

 

このたび、ポラリス・プリンシパル・ファイナンス株式会社（以下、「ポラリス・プリンシパル」）が運営する  

ポラリス第一号投資事業有限責任組合（以下、「ポラリス・ファンドＩ」）は、フーセンウサギ株式会社（以

下、「フーセンウサギ」）との間で、フーセンウサギが資本増強を目的として実施する第三者割当増資を

ポラリス・ファンドⅠが引き受ける契約を 2006 年 5 月 16 日に締結いたしました。増資払い込みは 6 月

中旬を予定しておりますが、ポラリス・ファンドⅠは同時にフーセンウサギの現筆頭株主を始めとする既

存株主から株式を取得する予定であり、結果的にフーセンウサギの議決権の約 67％を有することにな

ります。 

 

フーセンウサギは、1921 年（大正 10 年）創業の老舗ベビーウェア・子供服メーカーであり、新生児向け

衣料の最高級品であるセレク等の自社ブランドに加え、国内外の有力ブランドとのライセンス契約に基

づくライセンスブランドも有し、幅広い消費者層からの信頼を得ております。販売面では、長年に亘って

築き上げてきた全国の有名百貨店や専門店等における強固な販売網を有する一方、生産面についても

中国に高品質製品の製造工場を保有しております。昨今少子化の影響等によりベビー・子供服市場は

低迷を続けておりますが、厳しい事業環境下においてフーセンウサギの競争力を高める為、ポラリス・プ

リンシパルが経営支援を行うことになりました。 

 

ポラリス・プリンシパルは、今次資本増強によりフーセンウサギの財務基盤の強化を行なうと共に、新た

な株主としてフーセンウサギの経営に参画して、コーポレートガバナンス体制の整備や人的支援、経営

管理・事業効率の高度化を積極的に推進し、当該事業の収益性の向上に努めることを企図しており、そ

れにより同社の更なる企業価値増大が期待できるものと考えております。ポラリス・プリンシパルとして

は、今次投資の実行後、フーセンウサギグループに対し複数の役員を派遣する他、財務面や営業面等

でさまざまなサポートを行い、同グループの経営陣および従業員と一丸となって事業基盤を更に拡充・

強化し、同グループの更なる成長を目指していく所存です。 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

ポラリス・プリンシパル・ファイナンス株式会社   

〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-1-1 大手町野村ビル 20Ｆ 

マネージングディレクター  八木 香   

℡ 03-6225-5024 

Eメール：kaori.yagi@polaris-pf.com

mailto:kaori.yagi@polaris-pf.com


（別紙） 

 

フーセンウサギ株式会社の概要 

 

商号 フーセンウサギ株式会社 

代表者 代表取締役社長  渡邉 幹男 

所在地 大阪府大阪市西区新町 2 丁目 2 番 2 号 

創業年月 1921 年 1 月 

設立年月 1951 年 7 月 

事業内容 ベビーウェア・子供服等の開発・企画・生産・販売 

ホームページ http://www.fusen-usagi.com/ 

 

 

ポラリス・プリンシパル・ファイナンス株式会社について 

 

ポラリス・プリンシパル・ファイナンス株式会社は、2004 年 9 月に みずほ証券株式会社と興銀第一ライ

フ・アセットマネジメント株式会社の共同出資により設立されたプライベート・エクイティ・ファンド運営会社

であり、現在出資約束金総額 296 億円のポラリス第一号投資事業有限責任組合（ポラリス・ ファンドＩ）

を運営しております。潜在的な成長力を有する未公開企業、大手企業が非コア事業と位置づけた一事

業部門や子会社の切り出し・スピンアウトや、合弁企業の資本構造の再編・再構築に際しての未公開株

式投資を中心に、企業価値が市場で過小評価されており事業再編や経営の梃入れが必要である公開

企業、非公開化して中期的な視点から経営戦略の抜本的な改革が必要な公開企業への投資等を主な

ターゲットとして、多彩な投資活動を行っております。 

 

設立年月日 2004 年 9 月 

代表者  代表取締役 木村雄治 

資本金  2 億円 

本社  東京都千代田区大手町 2-1-1 大手町野村ビル 20Ｆ 

ホームページ http://www.polaris-pf.com/ 

 

 

 

 

 

 


